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地球温暖化の中で南極氷床はどうなってしまうのか？われわれ極域に関わる気象・気候

研究者がいつも受ける質問であり，また最大の課題である．先般も，南極半島ラルセン C

棚氷が大きく崩壊して巨大な氷山が流れ出したというニュースが話題になったばかりであ

るが，最初の問いに対する明瞭な答えは出ていない． 

南極の科学研究は，国際地球観測年（IGY）以来 60年の歴史を有するが，南極は人類か

らなお遠く，事実を知るための観測は容易ではない．未だ分からない事が多いのである．

しかし，先端的な技術が必ずしも通用しない南極での限られた量の観測であっても，それ

を続けるうちに，おぼろげながらその姿は見えてきた．25 年前のシンポジウム「南極気候

における南極氷床の役割」（参考に掲載）で議論された問題意識は，今も変わっていないと

言えばその通りだが，それでも問いに答えるための多くの試みが実を結びつつある．南極

の黎明期，「やってみなはれ」（西堀栄三郎）と励まされた観測の重要さを痛感する． 

気候や大気，物質循環にとって南極氷床はどのような役割を果たしているか，逆に，南

極氷床は大気循環や物質循環，グローバルな気候によってどのように維持され影響を受け

ているかが，最新の成果を通して語られている．I南極への大気・水・物質輸送，II南極氷

床上の水収支・物質輸送と大気循環，III南極氷床表面と大気のエネルギー収支，IV南極氷

床上の諸現象，の 4部構成からなる全 25章＋参考．これまでに例を見ない一冊 450ページ

の大部の気象研究ノートである． 
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